


 

 

※ 上下を逆にして、天板から順に組み上げます。 

 

(1) 天板を傷つけないように柔らかい布などの上に、一番下にクロームスパイク支柱受

けを置き、各穴にはまるように、ガラス棚板を乗せます。 

(2)A図のように、長さ40mmの天板用ネジを天板4隅のねじ穴に通し、クロームスパイク  

  支柱受けに数回転程度ねじ込みます。 

(3)1番目の支柱として4本の長さ178mmの支柱を、先に取り付けたクローム支柱スパイ 

  ク受け止めネジに、樹脂プレートを挟んで順番に数回止まるまでねじ込みます。 

(4)中段の棚板を取り出し（棚板の仕様はすべて同じです）、(3)で取り付けた178mm支 

  柱のネジに樹脂プレートを通し。貫通させながら配置します。 

(5)A図のように、2番目の支柱として、長さ228mm支柱を、(3)と同じ要領で取り付けま 

  す（樹脂プレートを忘れず取り付けてください）。   

 

 

注意 このラックの各段は、支柱の入れ替えや変更が可能ですが、強度確保のため 

   38mmの支柱は必ずB図のように最下段、いわゆる脚の部分にご使用ください。 

   又、ガラス棚の保護のため、各支柱とガラスの間に樹脂プレートを1枚ずつ挟むよ 

   うにしてください。 

 

(6)前項の(5)で取り付けた4本の228mm支柱上面にあるネジに樹脂プレートを差し込みま   

  す（4箇所）。 

(7)最後の棚板を4隅の支柱のネジに貫通させながら、支柱の上に配置します。この飛 

  び出したネジに樹脂プレートを入れます（4箇所）。 

(8)長さ38mmの支柱を、(7)で取り付けた棚から飛び出しているネジにねじ込みます。 

(9)最後に、組み立てたXS03を上下逆にして、スパイク受けの上に載せれば、 

  作業は完了です。この上下逆にするときは、かなり重量がありますので、複数 

  の方での作業をお勧めいたします。 

 

 

 

※ 本製品は、強化ガラスで特殊フィルムを挟み込み真空圧着で張り合わせた防弾ガラス仕

様の製品です。強化ガラスはその性質上、後加工ができません。そのため側面の合わせのズ

レや、微細な欠け、及び表面に傷が生じることがありますが、弊社誤差規準にて合格した製

品のみをお届けします。 
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